彼等の 巨魁 由 井 正 雪 は、 既に 駿府へ 発した 後で、 牛 

込稷 町の 留守宅に は 佐 原 重 兵衛が 籠もって いたが、 こ 

ぶぜんの かみ 

こへ 取り 詰めた の は 堀豊前 守で、 同勢 は 二百 五十人で 

あった。 しかし 三 郎兵衛 も 重兵衛 も忠弥 ほど 迂闊で は 

なかった と 見えて、 捕り 方に 先立って 逐電した が、 徳 

川 も 既に 四 代と なリ 法令 四方に 行き渡り、 身 を 隠す ベ 

くま なの 

き隈も 無かった か、 間もなく 二人とも 宣り 出て、 忠弥 

〔# 「忠 弥」 は 底本で は 「中弥 匕 等と 一 緒に 刑 を 受けた。 

京都へ 乗り込んだ 加 藤 巿左衛 門 も、 大阪 方の 大将た る 

金 井 半 兵 衛も吉 田 初 右衛門 も、 それぞれ その 土地の 司 

直の 手で、 多少の 波瀾の 後で 捕らえられた。 



「は」 と 志 摩 は 恐る恐る、 

「只今、 僧形の 怪しい 男、 是非とも 御前に お 目通り 致 

し 申し上げ たき 事 ござる 由に て 御門 口 迄 罷り出で まし 

たる 故、 きっと 叱り 懲らし ましたる 所 …… 」 

「解った」 と、 何 か 伊豆守に は 思い当たる ことで も あ 

ると 見えて、 いつにな く 早速に 聞き届けた。 

「その 者 庭前に 差し 廻す よう」 

「は」 と 志 摩 は 額 を摺り 付け、 襖 を 閉じる と 立ち去つ 

て 行った。 

たもと さげ 

間もなく 一 人の 大入道が、 抉 下 にされ て 引き出さ 

れた。 生々 しい 焼 «| が 頦を蔽 うて 目 口 さえろ くろく 見 
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その 紙片 こそ は 由 井 正 雪が 臨終に 際して 書きの こし 

かきおき 

たと ころの 世に も 珍ら しい 遺書な のであって、 慶安謀 

叛の 真相と 正 雪の 真価と を 知りたい 人に は 無くて なら 

ない 好 史料な ので ある。 

私が それ を 手に入れ たの はほんの 偶然の ことからで 

あって、 意識して 求めた 結果で はない。 しかし 私が そ 

の 遺書の ある 肝心の 部分 だけ を 解り 易い 現代語に 書き 

直して 発表 するとい うこと に は 多少の 意味が ある 意 

である。 



とはいえ 私 は 説明 はしまい。 意味 を 汲み取る の は 読 

者の 領分で 私 は 記載す るば かリ である。 

—— 以下 正 雪の 遺書 —— 

(前略) …… 老中 松 平 伊豆守 様。 貴方 はきつ と 驚かれ 

るでしょう。 それが 私に は 眼に 見える ようです。 貴方 

おっしゃ 

は 恐らく， J う 仰 有る でしよう。 

ほんと 

「なに 正 雪が 自殺した と？ そうして それ は 真実 か 

な？」 と。 

—— そうです、 それ は 真実な のです。 私 はこれ から 



声 を あげる のが 手に 取る ように 聞こえて きます が、 左 

右 無く 踏み込んでも 参らぬ 気勢に、 私共 は 心 を 落ちつ 

かせ 静かな 最期 を 遂げようと 差し控えて 居る ので ござ 

レます 

そうして 私 は 貴郎宛 の - J の 遺書 を 認め て 居る のです。 

先程 奉行所から、 手 付与 力の 田 中 万 右衛門 殿と 小 林 

三八郎 殿と が、 

「 当家 宿泊 の 由 井 正 雪 殿に 少しく 尋ねた き 仔細 一 J ざ れ 

ば 奉行所まで 同道 致す ように」 

と、 旅 宿の 門まで 参られ ましたが、 私 は 「病気」 の 

故を以 つて 堅く お断わり 致しました。 貴郎 はこれ をお 



「何と 世の中 は 甘い ものであろう」 

この 時の 私の 気持と いえば、 ざっと こんな もので ご 

ざいました。 
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とはいえ さすがの この 私 も、 貴郎 から 差し紙 を 戴い 

い き 

た 時には、 思わず 呼吸 を 呑みました。 

「これ は 少しく ゃリ 過ぎた な」 

咄嗟に このように 思いました。 

きらびやか 

「処士 の 身分で 華美な 振舞、 世の 緦墨を 乱す 者と あつ 



て、 軽く 追放 重くて 流罪、 遁れ 了す こと はよ もなる ま 

い」 

ひそ き 

それで 私 は心竊 かに 覚悟 を 定めた ので ございます。 

そうして 当日 は、 乗物 を も 用いず 辰の 口のお 役宅まで、 

お伺いし たので ございました。 

すると どうでしょう、 お 取次の 人が さも 鄭重に 案内 

して、 質素で は あるが いと も 結構な お 座敷へ、 通され 

たで は ございま せんか。 それから お菓子、 それからお 

茶 —— お 客人と しての 待遇 を 致された では ございませ 

ン ゝ o 

んカ 

「はてな？」 と 私 は 考えました。 



こ う おぼしめ 

との 懇談 じ やと、 斯様 思 召し 下され い …… さて そこで 

ご 貴殿の ご 器量と、 ご 名声と にお 鎚リ してお 頼み 致し 

たい 一儀が ござる が、 お聞き届け 下されよ うや？ — 

I と 藪から 棒に 申して は ご 返答に もお 困りで あろうが、 

余の 儀で は ござらぬ、 謀叛 遊ばされい！」 

「え？」 と 私 は 眼 を 上げて、 貴郎 のお 顔 を 見詰めた は 

「徳川 幕府に 弓 引かれい と、 信 綱お 進め 申す のじ や。 

いや 驚く に は 及び 申さぬ。 勿論 これ は奇 道で ござ つ て 

正道 は その 裏に ござる のじ や！ —— 徳川も 今 は 三代 

みちみち 

となり 平和の 瑞気 充々 て 見 ゆれ ど、 遠く は 豊臣の 残党 



や 近く は 天草の 兇徒の 名残り、 又は ご 当家の 御代と 

ともがら 

なって 取り 潰された 加 藤、 福 島の、 遺臣の 輩 、 徳川 

家 を 怨んで 乗ずべき 隙 も あれ かしと 虚を 狙って いるに 

相違 ござらぬ。 一 網 打尽に 致した けれど 罪 を 犯さねば 

それ もなら ぬ。 頼みと いうの はこ この ことで ござる。 

貴殿の 勝れた 才覚 を もつ て これらの 者 共 を 糾合して、 

事 を 起こして は 下さるまい か」 

つま リ 私に 徳川 幕府の 細 作に なれと 云われる のでし 

しおき まつろ とはい ほろぼ 

た。 当代の 政治に 順 服わぬ 徒輩 を 一 気に 殲滅す 下栴ぇ 

を 私に せよ と いうので した。 

私 は 当惑す る 前に 知己の 恩に 感じた ので ございます _ 



ま 、-, 

私の ような 一 布 衣 を 限りなく お信じな されれば こそ、 

この 一 大事 をお 任せ 下さる の だ。 自分 は 幕府に 対して 

も、 又 徳川家に 対しても、 何等 恩怨 ある 者で はない。 

ただ 士は己 を 知る 者の ために 死す。 一 つ 大いに 頼まれ 

ようと、 決心した ので ございました。 

お受けして 帰った その後の 私 は、 益々 辺幅 を 修め ま 

した。 一 層 門戸 を 張りました。 すると 道場 は、 それに 

連れて 繁昌す るで は ございま せんか。 まもなく 門弟 三 

千 人と 註され る ようになりました。 一 万 石 以上の 大名 

ぐらし 

生活！ それが 私の 生活でした。 そういう 生活 をして 

いる 間 も、 私 は 隙 無く 目 を 配って、 これ はと 思われる 



慕われる と いう この 苦痛！ 慕われる と いう この 快 

感！ この 感情 こそ は、 私 を 駆って 私に 貴郎を 裏切ら 

せ、 私の 生命 を 同志の 者に 投げ与え させた ので ござい 

ま ^9 
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寛 永 十三 年 十一月、 七十 五名の 頭 立った 者が 血判 を 

据えた 謀叛の 趣意書 を 私の 前へ 突き付けて、 私に 謀叛 

を 勧めました。 頭目になる ようにと いうので した。 彼 

等 をして この 様に いわしめ たの はや はり 私で ござ いま 



次駿 府大阪 京都と 火の手 を挙 ぐるが よろしかろう。 ま 

た 甲斐 国 甲 府の城 は 要害 堅固に して 征む るに 難い。 し 

おとしい 

かし 某の 兵法 を もってすれば 陥落れ る こと も 容易で あ 

しもつ け 

る。 一 手 は 下野 日光 山に 立籠 もる こと も 肝要で ござろ 

う。 華麗 を 極めた 東照宮 を 焼き立て るの も 一 興じ や」 

それから 私 はなお 細々 と、 策戦に ついて 語りました。 

へ いせん 

「江戸 は 本丸 西 丸の、 両 丸に 兵燹 を 掛けねば ならぬ。 

機 を 見て 城 中へ 兵 を 進め 新 将軍 を 奪取す る。 又 京都 は 

二 条の城 及び 内裏へ も 火 を 放ち、 勿体 至極 もない こと 

ながら、 帝の 遷幸 を 乞 い 奉れば 公卿 百官 は 草 の 如くに 

必ず K し 靡く に 相違) /ざらぬ …… 」 



た。 

「しかし」 と 直ぐに 思い返しました。 

乱 を 起こす こと はいと 容易い。 防ぎ 戦う こと も 出来 

ぜんだく 

るか もしれ ない。 しかし 然諾 を どうしょう？ 知己の 

ご 恩 を どうしょう 9 この 大任 を 委ねて 下された 

貴郎 に対する 知己の 恩！ その 大任 をお 引き受けした 

貴郎に 向か つての 私の 然諾！ この 信と 義とを どうし 

よう？ これ は 滅多に は棄 てられない！ それで はや 

は リー 味 徒党 を 貴郎に 内通した 上で、 私 だけ 党 中から 

遁れ ようか？ それにして は 彼等が 私 を 信じ 私 を 敬い 

私 を 慕う この 感晴を どうしょう？ 彼も棄 てられず 是 



みんな 出鳕 目で ございます。 私の 本当の 心 持と いえ 

ば 板挟みに なった 苦し まぎれに 同志の 者 達と 心中 をす 

る つまり， ，- れな の で ^ ざ い ます。 
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